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～「１７６人の笑顔輝く、楽しい学校を目指して」～

新風は西姶良から
元気いっぱい 花いっぱい 笑顔いっぱい 歌声いっぱい

修
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行
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し
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行
き
先
に
つ
い
て
も
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
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通
し
て
、
郷
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内
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を
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し
て
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ま
し
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が
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時
期

あ
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児
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つ
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を
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児
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児
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む
私
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修
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っ
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史
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園
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な
ど
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叶
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が
、
初
め
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史

聞
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し
た
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た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ

・
文
化
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
先
人
た
ち
が
た

り
仲
間
と
過
ご
し
た
２
日
間
は
、
思
い
出
に
残
る
大

く
さ
ん
い
ま
す
。
種
子
島
や
屋
久
島
、
奄
美
大

変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

島
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ど
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さ
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、
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島
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児
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。

初
め
て
見
学
し
た
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供
が
多
か
っ

今
後
、
子
供
た
ち
は
、
家
族
や
友
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と
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外
の
遊
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こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
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多
く
あ
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と
思
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ま

フ
ェ
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を
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っ
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め
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か
ら
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た
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も
。
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に
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、
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て
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子

と
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せ
ら
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で
し
た
。

修学旅行 よもやま話
私は国分の出身です。私が小学生の頃の修学旅行先は，宮崎方面が定番で，西都原古墳群や

青島の鬼の洗濯岩を見て，こどもの国で遊んだものです。その時のことは，今でもしっかり覚えてい

ます。久木崎教頭先生は，鹿児島市の出身ですが，霧島へ登山する学校が多かったそうです。

私が教員になってしばらくは，オーシャンドームやフェニックス動物園，宮崎科学技術館（プラネ

タリウム）が人気の場所でした。それが，ここ１０～１５年程前からでしょうか，鹿児島県からの修学旅

行と言えば，グリーンランドと熊本市内，阿蘇方面へと変化してきました。

ちなみに，離島の学校はどこへ行くのでしょう。私が在任した中種子の小学校

は，２泊３日で，グリーンランド，熊本市内見学，そして新幹線の体験乗車も行いま

した。教頭先生がいた徳之島は，沖縄に行っていたそうですよ。



1１月２５日(水)，姶良市研究協力校｢生徒指導｣の研究公開で
西姶良の子供たちががんばっている姿を発表しました。４年生が
国語科の説明文の複合単元，６年生が算数科｢比例と反比例｣の授
業で，｢そろえる｣｢学んで考える｣すばらしい姿を多くの方々に参
観していただきました。子供たちが主体的・対話的で深い学びで，
いきいきと発表する姿がありました。参観された先生方から授業
や子供たちの表情・態度などを誉めていただきました。また，研
究協議では，｢自立への基礎・基本を確実に身に付け，学校生活
に自信をもって参画しようとする子供の育成｣について話し合い，
西姶良小の研究や取組を賞賛する声が多く聞かれました。

１２月３日（木）に校内持久走大会を実施しました。今年も西姶
良小学校運動場及び学校周辺を走るコースで行いました。当日は天
候にも恵まれ，参加した児童全員が自分の力を出し切って，ゴール
まで走り，すばらしい持久走大会になりました。子供たちは，各自
が決めた目標に向かって体育の時間や朝の時間などに練習を重ねて
きました。休日に親子で練習する姿も見られました。大会当日に練
習の成果を発揮できた子，体調不良や転倒等で思うような走りがで
きなかった子など，様々な思いがあったようですが，一人一人が一
生懸命走る姿が輝いていました。保護者や地域の皆様が送ってくだ
さった運動場や沿道での温かい声援は，子供たちを後押しし，いつ
も以上の力を発揮させてくれました。応援ありがとうございました。

※表は各学年の上位入賞者。（ ）内は記録 ☆は新記録
１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

１ 男 鮫島 陽々人 田畑 颯真 野下 湊 ２ 男 榮 颯介 野村 琉生 篠崎 瑛友
年 (３分４３秒) (３分４４秒) (３分４６秒) 年 ☆(３分２０秒) (３分３０秒) (３分３７秒)
800 女 橋元 藍 竹下 瑚青 末吉 菜々海 800 女 松元 花帆 岩穴口 鈴弓 樋之口 美羽
ｍ (４分１５秒) (４分２４秒) (４分２４秒) ｍ (３分４７秒) (４分０１秒) (４分０５秒)
３ 男 髙木 海聖 隈元 翔大 竹山 陽翔 ４ 男
年 ☆(５分１７秒) ☆(５分２３秒) ☆(５分３７秒) 年 ☆(４分５０秒) ☆(４分５８秒) ☆(４分５８秒)
1 . 2 女 田畑 沙愛 日髙 りの 脇園 みちか 1 . 2 女 橋元 真央 知念 依紀 藤岡 愛結
㎞ ☆(５分３８秒) ☆(５分４５秒) ☆(６分０４秒) ㎞ ☆(５分１２秒) ☆(５分１３秒) (５分５１秒)
５ 男 髙味 莉生 瀬戸山 駿生 山本 敦貴 ６ 男
年 ☆(６分１３秒) ☆(６分２９秒) (６分４８秒) 年 (６分３０秒) (６分３７秒) (６分５７秒)
1 . 6 女 清田 美雅 坂元 鈴 川畑 柚葵 1 . 6 女 濱田 真帆 鮫島 陽奈 奥松 咲空
㎞ (７分３２秒) (７分３５秒) (８分０３秒) ㎞ (７分１８秒) (７分４４秒) (７分４９秒)

１２月１３日(日)おやじの会の方々が中心となって 日 曜 行 事 等
正門に門松を作ってくださいました。今年は感染症対
策のため，餅つきはできませんでしたが，コロナに負 1/8 金 始業式 大掃除 図書返却
けない心身の健康を願い，希望に満ちた令和３年を迎 いじめ問題を考える週間～15日
えられるように，立派な二段重ねの門松を飾ることが 学習３つの約束定着週間～15日

できました。登校してくる子供たちも喜んで正門を通 交通安全マナーアップ大作戦～14日
っていました。 1/9 土 土曜授業日

校内書き初め大会
1/10 日 鬼火焚き 17:30～
1/12 火 集金日
1/13 水 鹿児島学習定着度調査（5年）
1/14 木 鹿児島学習定着度調査（5年）
1/18～ 月 学校給食週間
1/21 木 幼保小連絡会
1/22 金 子どもといっしょに読書の日
1/26 火 重富中入学説明会(6年)

・第30回｢椋鳩十文学記念館賞｣で学校奨励賞を受賞 スクールカウンセラー相談
・租税教育推進校として表彰 1/28 木 あいあい号

多くの方の応援が力に

なって走りました。


